
 

                                 

 
平成 27 年 11 月 2 日 

各  位 

長 野 県 伊 那 市 西 箕 輪 2 1 4 8 番 地 1 8 8

株 式 会 社 イ ナ リ サ ー チ

代 表 取 締 役 社 長  中 川 賢 司

（コード番号：2176）

問い合わせ先: 執行役員 総務部長  野 竹 文 彦

電 話 番 号 0 2 6 5 ( 7 3 ) 6 6 4 7

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向及び経営改善策の実施による特別損失の計上を踏まえ、平成 27 年 5 月 15 日に公表した業

績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想の修正 
(1)平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 27 年 4月 1日～平成 27 年 9月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株あたり 

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 百万円

864

百万円

△98

百万円

△110

百万円 

△60 

円 銭

△20.18

今回修正予想(Ｂ) 568 △320 △326 △735 △245.20

増減額(Ｂ－Ａ) △295 △221 △216 △674  

増減率(％) △34.2     

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 27 年 3月期第 2四半期) 1,181 △52 △62 △46 △15.48
 
(2)平成 28 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正(平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株あたり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 百万円

2,230

百万円

42

百万円

13

百万円 

7 

円 銭

2.56

今回修正予想(Ｂ) 2,110 △334 △357 △765 △255.29

増減額(Ｂ－Ａ) △119 △377 △370 △773  

増減率(％) △5.4     

(ご参考)前期通期実績 

(平成 27 年 3月期通期) 2,994 47 32 8 2.75
 
(3)平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正(平成 27 年 4月 1日～平成 27 年 9月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株あたり 

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 百万円

864

百万円

△100

百万円

△112

百万円 

△61 

円 銭

△20.67

今回修正予想(Ｂ) 568 △321 △325 △809 △269.92

増減額(Ｂ－Ａ) △295 △221 △212 △747  

増減率(％) △34.2     

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 27 年 3月期第 2四半期) 1,181 △48 △61 △43 △14.38
  



 

(4)平成 28 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株あたり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 百万円

2,230

百万円

39

百万円

10

百万円 

5 

円 銭

1.97

今回修正予想(Ｂ) 2,110 △302 △320 △882 △294.19

増減額(Ｂ－Ａ) △119 △341 △331 △888  

増減率(％) △5.4     

(ご参考)前期通期実績 

(平成 27 年 3月期通期) 2,994 59 32 8 2.88

 

(5)修正の理由 

①第2四半期累計期間連結業績予想 

当社グループは平成 27 年 5 月 15 日に策定した「中期経営計画」に基づいて、バイオ医薬品分野での受

注拡大、遺伝子解析事業への参入、アカデミアとの共同研究等による iPS 細胞関連ビジネスの事業化を加

速するとともに、施設稼働率の安定化や業務効率化による収益構造の改善に取り組んでおります。 

  しかしながら、主力である非臨床試験事業の受注回復の遅れに加えて、長期大型試験の開始時期の来期

へのずれ込み、フィリピン子会社からの動物輸入の一時停止、といった事態が重なった結果、収益構造が

急激に悪化したため、固定費削減等の抜本的な改革が不可欠と判断し、フィリピン子会社である Ina 

Research Philippines, Inc.(以下「INARP」という)で動物品質管理の機能を持つ Primate Quality Control 

Center(以下「PQCC」という)の閉鎖、全体組織体制のスリム化を図るための希望退職の募集、という経営

改善策を実施することを決定いたしました。 
  上記の経営改善策の実施に伴い、棚卸資産の処分、事業構造改善費用及び減損損失として約 312 百万円、

希望退職実施に伴う特別退職金及び再就職支援費用として約 75 百万円、合計 387 百万円の特別損失をこの

第 2四半期にて計上いたします。 
なお、経営改善策の詳細内容につきましては、本日、別途公表しております「経営改善策、特別損失計 

上及び中期経営計画見直しの実施に関するお知らせ」をご参照ください。 

個別項目についてですが、売上高に関しましては、主力である非臨床試験事業の受注回復の遅れ及び一 

部売上の下期へのずれ込みにより前回予想を下回る見通しとなりました。 

 営業利益、経常利益に関しましては、非臨床試験事業の受注回復の遅れに加えて、長期大型試験の開始 

時期の来期へのずれ込みによる機会損失により利益率が低下し、前回予想を下回る見通しとなりました。 

 四半期純利益に関しましては、営業利益、経常利益の修正理由に加えて、上記特別損失の計上により、 

前回予想を下回る見通しとなりました。 

 

②通期連結業績予想 

 売上高に関しましては、非臨床試験事業の受注回復の遅れにより前回予想を下回る見通しとなりました。 

 営業利益、経常利益、当期純利益に関しましては、第2四半期累計期間連結業績予想の修正理由と同じで

あります。 

 

③第2四半期累計期間個別業績予想 

 売上高、営業利益、経常利益ともに、第2四半期累計期間連結業績予想の修正理由と同じであります。 

 四半期純利益に関しましては、営業利益、経常利益の修正理由に加えて、PQCCの閉鎖に伴う子会社株式 

評価損等として約327百万円、希望退職費用及び事業構造改善費用として約96百万円、合計約423百万円の 

特別損失を計上することにより、前回予想を下回る見通しとなりました。 

 

④通期個別業績予想 

売上高、営業利益、経常利益ともに、通期連結業績予想の修正理由と同じであります。 

 当期純利益に関しましては、営業利益、経常利益の修正理由に加えて、PQCCの閉鎖に伴う子会社株式評 

価損等として約405百万円、希望退職費用及び事業構造改善費用として約96百万円、合計約501百万円の特 

別損失を計上することにより、前回予想を下回る見通しとなりました。 

 
 
 
 
 
 



 

２． 配当予想の修正 

 年間配当金 

 第 1 四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

前回予想 円 銭 

― 

円 銭

0.00

円 銭

― 

円 銭 

3.00 

円 銭

3.00

今回修正予想 ― 0.00 ― 0.00 0.00

当期実績 ―  

前期実績 

(平成 27 年 3月期) ― 0.00 ― 3.00 3.00

 

修正の理由 

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、併せて将来の事業展開に備え

財務体質の強化と内部留保の充実を勘案しつつ、安定的な配当を行ってまいりたいと考えております。 

平成28年3月期の期末配当につきましては、この度の業績予想の修正を踏まえ、誠に遺憾ながら無配に修

正させていただくことといたしました。 

 

３．役員報酬の減額について 
当社は、この度の業績予想の修正を真摯に受け止め、その経営責任を明確にするため、下記の通り役員報

酬の減額を実施いたします。 

 

常勤取締役  報酬月額の40%を減額 

常勤監査役  報酬月額の30%を減額 

執行役員   報酬月額の20%を減額 

非常勤役員  報酬月額の10%を減額 

 

 対象期間：平成27年10月度から平成28年３月度までの６ヶ月間 

 

［業績予想に関する注意］ 
 本業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業

績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
以 上 


